
♦ 人権相談 ♦              

◎人権擁護委員による人権相談      

電話での相談や事前予約も可能です。  

«日時»第２・４火曜日          

１３時～１６時(祝日除く)         

«場所»糸島市人権センター        

☎(322)1697            

 

♦ 啓発活動 ♦ 

◎糸島市民まつりへの参加 

 会場にブースを出展し、人権擁護委員 

の活動を紹介したり、来場者に啓発物品 

を配布したりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ  糸島市人権センター 所長 藤井正信 

本年度４月１日より着任しました。 

振り返れば今から４４年前の 1982（昭和 57）年に現在の人権センターが伊都文化会館の敷

地隣に「解放センター前原町隣保館」が設置されましたが、その館の最初の職員として３年間主

事として勤めていました。当時、先進地の隣保館に学び地域住民の方のご協力のもと手探りで館

の運営を行っていたことを懐かしく思い出します。 

それからいろんな職場を体験し、40 数年ぶりに同じ職場に戻ってきました。感無量です。人

権センターは職員４人の職場です。差別のないまちづくりの一翼を担う館をめざします。人権問

題解決のため種々の学習会等開催します。皆様のご参加を得、人権が尊重される明るい社会を実

現しましょう。 

♢ 糸 島 市 内 で の 人 権 擁 護 委 員 の 活 動 ♢ 

人権擁護委員は市民の皆さんの人権相談役  

 人権擁護委員制度は、昭和２4（1949）年６月１日の人権擁護委員法の施行により、国民の基本的

人権を擁護するという理念の下に、発足しました。 

 それ以来、人権擁護委員は、全ての人権が正しく守られるように、人権を侵害された被害者の救済の

ための調査や人権相談活動、人権尊重思想の普及高揚を図るための各種啓発活動に取り組んでいます。 

□ 

 人権擁護委員は、地域に住んでいる市民の中から、

人権擁護に理解のある人を市長が市議会の意見を聞

いて推薦し、法務大臣が委嘱した人権相談の身近な

パートナーです。 

♦ 人権教室 ♦ 

◎人権の花(ひまわり)運動 

人権の花運動は、小学校に配布したひまわりの種を、子ども達が協力

し合って育てることにより生命の尊さを実感し、優しさと思いやりの心

を体得することを目的として行っています。 

◎デート DV 防止プログラム 

人と人とのより良い関係をつくるために、中学生を対象に行っていま

す。※デート DV とは、交際中のカップル間に起こる暴力のこと。 

◎スマホ・ケータイ人権教室 

スマートフォン・携帯電話・インターネットの正しい利用方法および

危険性を学ぶとともに、児童・生徒の情報モラルを育成することを目的

として行っています。 

相談無料 

令和 8 年度 人権センターパネル展示 

【 7 月 】同和問題啓発強調月間パネル (7/1～7/31) ＜終了＞  

【12 月 】人権週間パネル (12/4～12/10) 

【 3 月 】人権作文受賞者パネル (日程未定) 

※展示場所→糸島市役所 1 階西側エレベーター前 

※日程、場所については、変更になる場合があります 

【発行】糸島市人権センター 

【住所】糸島市前原西 1 丁目 1-2 

        糸島市市民交流センター6 階 

【電話】092-322-5095 

【FAX】092-322-5096 

【開所日】月～土曜日 

※祝日、12/29～1/3 を除く 

【開所時間】 

9 時～16 時 45 分 

( 人権センターから見た風景 ) 

(7月 同和問題啓発強調月間パネル展示) 



♦相談事業♦ 人権センターでは、次の相談を受け付けています。 

人権擁護委員による人権相談  第 2、第 4 火曜日  １３時～１６時 

人権センター職員による人権に関する相談  毎週 月 ～ 土曜日    ９時～１６時 

人権センターでは、子どもから高齢者までの種々な人権問題について、市民の皆様の相談に 

応じています。市の窓口や関係機関に紹介など。人権センター職員が随時対応しています。 

心配なことや困っていることがあれば、一人でも悩まずお気軽にご相談ください。 

プライバシーは厳守いたしますので、安心してご相談ください。 

【人権センター相談専用ダイヤル】☎ ３２２—１６９７ 

※行政相談は、４月から糸島市役所相談室に場所変更になりました。 

日程詳細につきましては、総務課푲푳푴푵푶３２２－２１００へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～７月は同和問題啓発強調月間でした～ 
同和問題（＝部落差別）解決のために国は 1969（昭和 44）年７月に 

「同和対策事業特別措置法」が施行されたことを記念して、市では 7 月を 

同和問題啓発強調月間として同和問題をはじめ、あらゆる人権課題解決の 

ためコミュニティセンター等で講演会（7 月 18 日健康福祉センターあごらにおいて「差別の実態

と解決への課題」と題して部落解放同盟中央執行委員の久保克彦さんを招いて）が開催されました。 

今も差別発言や差別的な内容の文書、インターネット上で差別を助長する書き込みが後を絶ちま

せん。同和問題を正しく理解し、一人ひとりの人権が尊重される社会の実現を目指しましょう。 

人権コラム ＜人権センターの役割＞ 

                    

人 権 学 習 会 

 

手 話 教 室 

令和 8 年度人権学習会の予定です。                   

ꘊꘋꘌ꘍  6 月１３日 （土）・・・平和学習「雷山空襲」     終了 

ꘊꘋꘌ꘍  8 月 ８日 （土）・・・平和都市推進糸島市民会議  14 時～15 時 

               「原爆と平和の行方」   

ꘊꘋꘌ꘍１０月２４日 （土）・・・部落解放同盟糸島市協議会  14 時～15 時 

               「部落解放運動のこれまでと、これから」 

ꘊꘋꘌ꘍１２月１２日 （土）・・・人権週間講演会       14 時～15 時 30 分 

           「デジタル社会と人権」 

ꘊꘋꘌ꘍  ２月１３日 （土）・・・いとしまこども食堂ほっこり  14 時～15 時 

               「こども食堂で学生が取り組む、子どもの人権」                               

                      ※都合により内容が変更になる事があります。  

Ｒ８．第１回「人権学習会」を開催しました

𠮷山峰代（たかよ）さんによる本の朗読を通じて 81 年前

身近な所で起きた雷山空襲のお話をしていただきました。 

「原爆や戦争を体験していない私たちが、これから平和な

世界になるように考えていきたい。」と感じた学習会でした。 

 

令和 8 年度事業で、人権センター主催の「手話教室」を開催します。 

内容は、初めて手話に接する人を対象とした「初歩コース」です。 

 

日  時：9 月 19 日（土）～１２月１２日（土）※１１/７除く 

 毎週土曜日（全１２回） 

     ：午前１０：００～１１：００    

開催場所：糸島市市民交流センター 会議室 

参 加 費：無 料  

申込人数：２０人 （高校生以上、先着順） 

申込期日：８月１日（土）～定員になり次第締め切り。 

申込方法：糸島市人権センター窓口又は電話、ＦＡＸにて 

                             

  

参加費無料 

要予約 
 

糸島市人権センターは、条例改正前の名称

は「前原市隣保館」でした。同和問題の完全

解消をはじめとするあらゆる人権問題の解決

に資するために設置されました。生活向上の

各種相談事業や人権課題に解決のための各種

事業を行う施設です。「福祉と人権のまちづく

り」を合言葉にさまざまな工夫をこらして事

業を実施し、時代のニーズに即応する活動を

推進してまいりました。 

また 2016（平成 28）年には、「部落差別解

消推進法」「障がい者差別解消法」「ヘイトスピー

チ対策法」の「人権 3 法」が施行され今年で 10

年目を迎えます。人権センター(＝隣保館)はこれ

らの法律の普及宣伝はもとより、種々な人権課題

の啓発活動に取り組みます。 

 人権センター職員は、時代の変化によって人権

課題も多様化・複雑化し、新しい課題に応じられ

る資質向上とスキルアップが求められています。 


